
 
植物学者 牧野富太郎の宇宙 

                                 支倉千賀子 
 ⽇本の代表的な植物学者と⾔えば牧野富太郎の名前が挙

がる。多くの植物学者の中で牧野の名が出るのは、⽇本の
植物学の草創期から４０万点にも及ぶ植物標本を集めて研
究し、学名のついた植物図鑑を出版したからだ。 

 牧野は東京帝国⼤学理学部に助⼿や講師として 47 年間
も務めた。だが、これほど多くの標本（精⼒的に採集可能
な年数を 50 年として年間 8,000 点）を集めることができた
のは⽇本全国の植物採集会で地元の研究者や愛好家と絆を
つくったことのほうが⼤きい。 

 参加した⼈々は現地を案内して指導してもらい、牧野は
⾃分で採集した標本を論⽂に引⽤することができた。牧野
の写真は意外に多く残るが、こういった会の⼈たちが記録
として撮影したものだ。 

 元⾼知学園短期⼤学教授の寺峰孜さんは、「特に⽣まれ
故郷の⼟佐⾼知には何度も⾜を運び、多くの⼈と⽣涯かか
わり続けた」と⾔う。たとえば⽇本の学術雑誌にはじめて
学名が発表された⽇本固有種の「ヤマトグサ」は秋⽥県か
ら熊本県ま
で点々と分
布するが、
⾼知で最初
に発⾒され
ている。ヨ
コグラノキ
（ 横 倉

⼭）、トリガタハンショウヅル（⿃形⼭）など地元の⼭
の名を冠した植物も多い。本草学者で医師の⼤倉遊仙や
旧制⾼知⾼等学校の教育者だった吉永悦郷（よしさ
と）・⻁⾺兄弟、医師で植物研究家の上村登など⼟佐の
⼈々は、⻘年時代から牧野を歓待し、指導を受けた。⼟
佐の⾃然と⼈が牧野を植物学者として世に送り出したと
もいえる。 
⼀⽅、こうした研究⽅法は現在にいくつかの課題を残している。東京⼤学総合研究博物館の植物分類学

を専⾨とする池⽥博さんは、「牧野の膨⼤な標本の多くは整理され⼀般公開されるようになったが、学
名のもとになった基準標本の確定など基本的であるが重要な研究はまだ終わっていない」と⾔う。 

牧野の論⽂にはこれが基準標本であるという情報が少なく、40 万点の中から⾒つけ出して確定するの
は⾄難の業だ。牧野富太郎のつけた学名は古く基本的なものが多いだけに、今世界で進められている地
球上の全⽣物種を⼀覧にする⽣物多様性の解明の指針となる。しかし、基準標本についての海外からの
問い合わせに⼗分に対応できていないのが現状だ。 
⼀部公開されている牧野の⽇記には、いつどこでどんな植物を採取したかや誰に会ったかなど細かく書

かれている。基準標本の探索に⽋かせない情報であるが、これにも記録の⽋けは少なくない。指導を受
けた⼈の⽇記や⼿元に残る書簡などから標本の採集情報を補うことができれば、学術的な研究も進みや
すい。⼈物牧野に詳しい練⾺区⽴牧野記念庭園の学芸員、⽥中純⼦さんは「牧野に宛てた書簡は牧野記
念庭園や⾼知県⽴牧野植物園に所蔵されている。⼀⽅で牧野が送った書簡などは現在も各地の牧野と交
流した⼈々やその遺族、地⽅の博物館が持っていて、⼀般に出てこないものが圧倒的に多いが、どちら
もまだ研究されていない」と指摘する。 

 

牧野富太郎と時代の年譜 

 

写真１ 採集した植物と野冊を前に。牧野博⼠（右）
吉永⻁⾺先⽣（左）上村登先⽣（中）昭和 13 年 12 ⽉
14 ⽇（吉永眞⼸⽒提供写真） 



 
牧野は⾃分を植物の精と称し、植物採集にいそしんだ⽣き様を「草を褥（しとね）に⽊の根を枕 花を
恋して五⼗年」と詠んだ。⽣涯にわたり⽇本全国の⼈々と交流した研究⽅法は、いまでも牧野を⽇本の
代表的な植物学者たらしめている。その⾜跡は、⼿紙やはがきだけではなく⼀緒に歩いた峠や⼭道、泊
まった宿、降りたった駅や港など⽇本各地に時間を隔てはるか遠い「宇宙」の星のようにあり続けてい
る。 


